
Annex

Questionnaire: Workshop & Conference


ワークショップ・アンケート結果

１）今回のワークショップ「学齢期（K-G12）の子供のための多読教材開発ワークショップ」は役に立ちましたか？具体的に、どのような点が役に立ちましたか？

1.   Day1

　「招聘参加者によるアジア各国言語教育事情」「日本の言語教育の現状」「母語・継承語教育とは？－教材との関連から－」「MHBワークショップにおけるカリキュラムと教材開発についての導入と親近性」

· 中国語母語話者は学校教育は北京語で行われているから北京語は4技能大丈夫だと聞いていたが、実際は教科書はそれであっても、教室での教師の説明は広東語だったりすることを聞き、生徒への接し方に注意が必要であることが分かった。またフィリピンの生徒にも全員がタガログ語ができると思っていたことも修正できた。タイでのインターナショナルでの生徒への指導が細やかに行われていて、勤務校にも何人か入学している生徒の背景が分かった。

· それぞれの国の実情を詳しくお聞きできてよかった。実際に学習している国が異なっても継承語としての日本語の部分の共通点が理解できた。

· 各国言語教育事情を知ることで、現在太田市で関わりのある子供たちのバックグラウンドの理解への助けとなった。

· 各国の言語政策、言語教育事情が分かりとてもよかったです。他国の多言語状況、日本との違いや共通点は日本の事例を考える上で有効でした。

· 月並みですが、アジア各国の事情を継承語の観点から知ることができて、興味深かったです。私は台湾での国際児童への継承語としての日本語に関心を持っておりますが、黄愛玲先生の発表を聞いて、改めて、台湾では台湾語や客家語などの「本土化」としての継承語の問題に直面していることを認識しました。竹村先生の発表で、バリ日本語補習校でも台北と同様の状況があることを知り、心強く思いました。１日目は特に内容が盛りだくさんでここには書ききれません。ただ内容が豊かすぎて、頭の回転が遅い私にはちょっと消化不良になった感じが否めません。

· 招聘の皆さんからの各国の事情を聞き、世界観が広がりました。内容に対し時間が短かったのが残念です。ワークショップの中のグループ活動のタスクのやり方が少し分かりにくかったです。

· ＜全体を通して＞ワークショップということで体験型となり、身を持って学んだという４日間でした。他教員への紹介の仕方なども分かり、今後の読解教育プロジェクト開発に役立てたいと思います。

· アジア各国言語教育事情の発表では、そのタイトル通り、各国の言語教育事情が知ることができ、大変興味深かった。

· アジア各国の諸事情が分かり、共有できたことはよかった。なかなか各国の現場で活躍している人の話を聞く機会がないよ。ネットワークができることはいいだろう。

· 各国事情がよく分かった。

· 各国事情を聞いて、アジアのＢＬ事情が分かり、日本がいかに珍しいケースであるかということを実感できてよかったです。ただ歴史的な経緯が長く、肝心の言語教育についての話が短縮されたのが残念です。主催者側がある程度フレームを作って比較しやすいように統一した流れを作ってほしかった。また各国ぶつきりではなく共通点に注目して全体議論したかったです。

· 各国に言語教育事情を伺い、JHLとJSLとJFLの間で共同学習活動の可能性を考えてみたいです。そして、津田先生の活動にインパクトを受け、これから自分のクラスにも似たようなセクションを入れてみたいです。

· 各国の状況などがよく分かった。母語・継承語と各国をとりまく言語環境が多様化していることを再認識させられた。

· 日本の言語教育現状：日本を離れて長く、日本の現状について、特に英語教育の現状（学習する語彙量の少なさなど）が分かり日本から勤務校に編入する生徒の大変さが一層よく分かりました。ガードナーのMultiple Intelligenceについて、教材開発との関連性が分かりました。

· 「母語・継承語教育とは？」では、継承語教育の視点が広がった。

· 用語の定義や背景の考え方、応用に向けての方向性などが理解できた。和やかな雰囲気でかつ参加者の皆さんの真剣な姿勢が大変学ぶのによかったと思います。

· 1日目のみ参加しました。「招聘参加者によるアジア各国言語教育事情」は日ごろ会うことのない現場の教師たちがそれぞれの現場での発見、また現場の国の概要などを教師の眼でまとめたところがとてもよかったと思います。多くの文献はあろうとも、インターネットが発達しようともやはり現場の生の声以上に説得力をもつものはないと改めて感じました。また、さまざまな研究者のもつ情報を聞くこともやはり、必要だと思いました。自分を振り返るときに自分の立つ位置を明確にする意味でもあれだけのバラエティに富む人たちからの声は刺激的でした。情報量は多かったものの、今回は苦痛にはなりませんでした。やはり、聞かせ方として生の先生の「声」だからでしょう。
· 各国の現状を生の声でうかがえたことは貴重な機会でした。招聘参加者の方々に感

謝いたします。ただ、ご発表や心身などいろいろな面でご準備が万全であったのか、ご無理をされていたのではないかと気になってしまうことが正直ありました。

· 「マルチ能力理論」について紹介していただけたことがよかったです。笑っていられる方がいらっしゃいましたが、人間、あるいは人間社会で生きるという枠組みで言語教育を考える私たちにとって、マルチ能力理論は大切な視点であると思います。この考え方をもっとよく知り、理解を深め、自身の実践・研究に結びつけて真剣に取り組んでいきたい課題です。

· Day 1’s topic on curriculum development and multi reading development had enlightened me on the possibilities of creating a special curriculum for our students whose first language is Japanese.  When I go back to Davao, I am planning to create a special curriculum designed for the Japanese speaking pupils since up to this day they are still mixed with the local dialect, speakers in English and Filipino subjects. With this new curriculum I believe that this will strengthen the Japanese skills of the JHL children who are minority in number and motivate them I learning the two other languages used in our school.

· The presentation by various parties was very informative. The input on the distinction between mother tongue and heritage language gave me a clearer picture of the terms used throughout the workshop. 

1． Day2

　「内容重視とスタンダードと評価の紹介」「ACCUの紹介と子供図書室」「日本語教育国際研究大会より　多読教材開発」

· 午前：内容を重視すると生徒の教室活動が活発になること。

· 色々なスタイルの豊富な知識を持っている先生の知識をもう少しお聞きできればもっとよかった。それぞれの参加者は力のある方々だったのでワークショップに時間を取るよりも色々な考え方を知ることのできる時間にさいてほしかった。

· ワークショップは非常に慌しいと最初感じたが、慣れてくると様々な材料を学べ、色んな人と情報交換できるいい機会だったと思う。アメリカの実践は整理して今後活用していきたいと思った。

· ACCU libraryの存在を知ることができたこと。子供たちの母語でのテキストを使いたい。

· 午前は読解教材開発に向けてのブレインストーミングの過程がとても楽しかったです。でも、時間があまりにも短すぎて、他のグループの方の発表をよく聞くことができなかった気がします。午後の国連学校の先生方の発表では具体的教材を見せていただいて、自分もやってみようという気になりました。

· 先進的なアメリカのスタンダードは日本での言語教育にも適用できればいいと思う。そのスタンダードを考慮した津田先生、島野先生が開発された教材は単なる言語運用だけではなく、内容重視・生徒中心に学習させることができる素晴しい教材であった。ACCUでは日本ではマイノリティー言語とされる言語の本がお借りできるということで多読のいい教材があった。

· ACCUの存在自体知らなかったように、貸し出しもしていること、郵送でも対応してくださるとのこと、とても貴重なリソースだ。

· 内容重視のアプローチの重要性を再認識した。

· ACCU多読教材開発の発表はとても刺激になりました。ただ書きに関する発表は少しテーマから離れていた気がしました。教材開発ということに焦点をあて、開発するにあたり気をつけたことなど、プロセスに重点をおいてもよかったと思います。

· 内容重視、スタンダードについてアクティビティを通して考えられたのが、よかったです。ただ、一つ一つのアクティビティのスケジュールが時間的にきつく、未消化に終わった部分があったのが残念でした。＜ACCU＞実際に施設を見学できたのがよかったですが、実際の活動の様子をビデオなどで見せていただけるとよりよかったと思います。

· 5CとIBが初めてなので、これから読解や聴解練習にもっと多元化するように注意します。できるだけ学習者の背景を配慮しながら、適切な題材を選択し、興味喚起しやすい方法していきたいです。

· ワークを通して、読解能力育成などを考えられた。教材開発の単元を通して実践的な教授方法のヒントを多く得られた。

· 「内容重視」については現地にはまったくないカリキュラムなのでとても興味がある。できればもう少し詳しく説明をしていただきたかった。「多読教材開発」についての方法やストラテジーは今後すぐに役立てることができる。

· ACCUのノウハウ（教科書、お話などの翻訳）についてはもう少し具体的に聞いてみたかったと思いますが、リンクする部分も多いので、共同で何か取り組んでいくことはできそうだと思いました。「内容重視とスタンダードと評価の紹介」について：少し分かりにくい点があり、消化しきれていないところもありました。作業を通して感覚的には分かったように思います。

· 「内容重視とスタンダードと評価の紹介」について：「スタンダード5C」については全く知らなかったので今後取り入れたいと思います。「多読教材開発」について：具体的に提示していただき分かりやすかったと思います。

· 「ACCUの紹介と子ども図書室」今まで、図書室に出かけたり、利用したことがなかったので、今回見学させていただいて良かった。今後の学習支援に生かしていきたい。
· 初めてACCUに足を運びました。ACCUについてご紹介いただいたうえに、いろいろな教材を見せていただき、現場に持ち帰りたい素敵な教材やアイディアに出会うことができました。
· Tsuda sensei’s lecture on content-based instruction/ standard-based instruction: maximizing the best use of resources gave me new input on teaching strategies. I learned that if we give the students the chance to share their thoughts by giving them the chance to join in debates, and other similar forum (with the help of the teacher), their self-confidence will be developed and their skills in reading and speaking will also improved.  I will surely apply this strategy in our school. I am deeply grateful with ACCU library. I want to share some books published by our school. 

2． 　Day3

「啓明学園における国際児童生徒教育の取り組み」「内容重視インストラクション：資料使用の最大効果」

· すばらしい環境での教育に感動しました。

· 今関わっている現場に近く、具体的にイメージが沸きやすかった。リライト、子供の興味・関心・意欲について改めて考える機会をいただいた。

· 啓明学園での取り組みの具体例や教材を知ることができよかった。

· 教材の作り方。

· 啓明学園の先生方のお話を聞く機会は何回かあったが、実際に学園訪問できたことはよかった。

· 自分がやっている母語先行型教科サポートについての意見を啓明の先生方とシェアできた点。

· 啓明学園で取り組みを生で見られて非常に刺激となり、実際の困難な点（6年生の6月？）も先生方の心の配りがどれほど向けられるかがよく伝わりました。

· 啓明学園で実際に授業をされている先生方とお話できたのが、すごくよかったです。現場を見せて頂くという非常に貴重な経験をさせて頂き、勉強になりました。

· 啓明学園の教材作りと取り出しのやり方に感心しました。JFL学習者に似たよう教材を用意し、図書館或はWEB上に載せ、自律学習教材にしたら効果的ではないかと思います。DescriptionとNarrationの微妙な違いを身につけた。そして、「転、転、転・・・」なるほど、だから、日本の探偵小説とミステリーが有名ですね。

· 新鮮な気持ちで教育の多様性を感じとれた。

· 啓明学園の実際の授業の取り組みや資料etcが興味深かった。読解のストラテジーをグループで考える作業が面白かった（悩んだ）。

· 用語や流れが分かりにくいところもありましたが、学習者側の視点を思いおこせてよかったと思います。また、モデルが具体化されたこと、そして様々なアイディアが目にできたことにより、理解がより深くなったと思います。

· 「書けない」生徒に対する指導のしかた（山下先生）生徒とmind-mapを作成しながら新しいVocabulary／表現を教えるということ→これが生徒との対面コミュニケーションであり、Interpersonal Communicationとは必ずしも生徒との「会話」をすることだけではないとハタと思った（当然のことなのですが）。

· ｢啓明学園における取り組み」具体的でわかりやすかった。小・中・高のつながりと国際教育の学校全体とのつながりがよくわかった。リライト教材の棚や児童生徒がそれを選択できること、選択への働きかけなどが、多読へとつながっていることが具体的に把握できた。
· 啓明学園の取り組みを具体的にご紹介していただけたことが本当によかったです。ご発表の内容から子どもたちや向かいあう先生方のお姿が目に浮かびましたし、それにあわせてたくさんの教材資料もご用意していただきました。また、実際に国際教室も見せていただき、啓明学園からご提供いただいたすべての中に「多読」「自律学習」「内容重視」「個に応じる」というエッセンスがつまっていたように思います。それだけに、啓明学園の先生方のご準備がいかに大変であったか察すると同時に、お心遣いに感謝の気持ちでいっぱいです。（北泉僚も本当に素晴らしかったです！！）

· The learning strategy of Keimei Gakuen is very ideal. I am hopeful that I can apply their educational system in connection with the students who come from mixed-marriages enrolled in our school. Although my understanding as to the topic on reading materials and reading strategies is still vague I will do my best to be able to comprehend the topic better and be able to use the 5 Cs and apply the learning-  teaching in the real world strategies. 

· The visit to Keimei Gakuen was very refreshing especially the enthusiasm among the teachers and of course the system used by the school, e.g., effort taken in developing reading interest among students. 

3． Day4

　「内容重視インストラクション：カリキュラム作成と評価」「多言語環境の子供の言葉の発達と読字・読書教育」「NEW ISで使用している多読教材と評価システム」

· NEW ISでの取り組みが詳しく分かりとてもよかった。多様な取り組み方により子供の発達を支えていけることが分かりました。

· （午後のみ参加）以前にお話を聞いた際に、一度ぜひ見学したいと思っており、実際に見学でき、お話を聞けて、自分の実践に向けて参考となった。状況、制度違うものはあるが、整理しながら何か活用していきたいと思った。

· NEW ISでのバイリンガルの取り組みとその理念。Reading教材、DRAの存在を知ることができたこと。

· （「内容重視インストラクション：カリキュラム作成と評価」には参加していない）NEW ISの教育方針をとても興味深く、見学させていただきました。普通の日本の小中学校の施設などが頭にこびりついていて、どうも習い事か塾のような印象が強く、校庭がないのもちょっと戸惑いました。読書のできる子に育てるという方針はすばらしいです。中島先生のお話、大変参考になりました。コンパクトにまとまってすばらしかった。

· 午前中の津田先生のお話で具体的にどのようにユニットを作るのかを考えたのはこれからのカリキュラムデザインに非常に役立ちそうです。ただ、時間の都合上仕方ないと思いますが、Ｐ98～102もカバーしていただきたかったです。

· 1言語1教師対応しているNEW ISを見学できたことはよかった。

· DRA－Sの科用についての知見が実際に役立つ。津田先生には一言で言い表せないほどいろいろなヒントをいただいた。

· 全体像が見えてなかったので、やっと多読の話になったと思いましたが、内容と読みをいかにつなげるか広げるかということへ持っていくためにDay1-3があったのだと気づきました。「あとで説明しますが。」というだけでなく、全体の流れをもう少し初めのうちに話があればよかったと思いました。

· NES ISの教え方と理念に興味深く感じました。違うレベルの学習者を同じ場で教えることによって、いろいろな面白い現象や効果が生じるということにインパクトを受け、これから自分の授業にも入れるように努力したいと思います。　

· ＜NEW IS＞啓明学園に続き、実際の現場の様子を見られたのがよかったです。特に、DRA-Sなど、読解教育の興味深い教材の紹介があり、参考になりました。実際の授業の様子、子供たちの様子が見られなかったのが残念です。

· 評価の仕方などについて考えられてよかった。DRSや両立を目指した二言語共存教室の新しい取り組みをみれてとても刺激になりました。プロジェクトワークを通して学生達の自己発現がエビデンスに表れているのを感じたので、総合的な学習のいい点、いい方向性が分かってよかった。

· ユニットの基本的な知識、具体例は大変役に立った。もう少し時間をかけて勉強したかった。NEW ISの子供たちの実際の言語の成長過程やバイリンガルの成果をもっと知りたい。とても興味を持った。

· 海外の何を利用したらよいのか。（海外のものを利用するという発想がごく自然であることを見て）このような方法もあったかと感心しました。日本のL2の子供と同様の問題を大げさではなく1つの個性と認めるような教育を見て、反省させられることも多くありました。

· （「内容重視インストラクション」と「多言語環境の子供」について）この二つの項目はDay4ではなくもう少し早い時点でしていただけたらと思いました。とても重要なことだと思いました。①カリキュラム作成に盛り込むこと。②「読字指導」について子供の持つ母語を維持しつつ、ということが重要であるにもかかわらず、一般に（教師にも）理解されていないので。

· ｢NEW IS」の見学をする機会とシステムについて直接知ることができた。DRA-JやDRCの開発中とのこと。ぜひ、公開していただき、JSL児童にも生かしていきたい。中島先生のお話を直接伺う機会があり、感激しています。母語を使うとリーダーシップがとれた子どもの例で「子どもは言葉で人を判断していない。」の先生のお言葉が印象的でした。
· New ISも学園内を実際にご案内してくださり、実際に学校の雰囲気を見ることができました。私たちの訪問にあたり、New ISの先生方もいろいろとご準備してくださったことと思います。ありがとうございました。機会があれば、実際に子どもたちがいるとき、特にセンター活動をしている授業の様子を拝見したいと興味がわきました。

· The learning session on creating a lesson plan based on the desire objectives and the subject learners (JHL, JFL, and JSL) was very clear.  When I will make reading materials, I will base my plan with the pattern provided be Tsuda sensei and the input given by Nakajima sensei.  The New IS approach and their teaching style is unique especially their facilities on center learning.  I am planning to introduce the method of center in each department of our school. 

· The input by 中島先生 was very informative. It’s about time the ministry of Education Malaysia give a serious consideration on the education of children brought up in a multi-racial society.  The visit to New IS was very enlightening especially the multi-age system. 

4． Day5

　「内容重視／スタンダードインストラクション作成及び多読教材作成　－カリキュラムディベロップメント－」

· 中島先生をはじめとした他の先生方のアドバイスをいただきながらできてよかった。

· このワークショップに参加する前、Dr. Fred Geneseeの講演その他で内容重視のInstructionについて理解しているつもりでしたが、それが充分ではないことと誤解していたことにも気がつきました。CBIについて、再度研究書等で自分なりに正しく理解をしたいと思います。今の時点でできているとは思いますが。

· グループでワークしたことで、いろいろな知識、考え方、アドバイスを得ることができ、非常に勉強になった。

· 思考力育成の方法をいろいろなアイディアまじえて聞けてよかった。グループ討論を通して自分の世界に広がりを認識しました。

· 準備活動にあたり、実際に本を手にしながら考えられると良いなあと感じました。図書館などを会場にするのも一つの手かなと思います。

· グループのディスカッションで、自分が誤解したことが分かってよかったと思います。先生方の知恵をお借りし、いろんな人と話し合うことによって、ポスターの内容の改善をできました。

· Day3か4の見学の前にDay5の計画について考える時間が持てていれば、見学しているときにもう少し具体的に視点から考察できたのではないか、あるいはAuthenticなマテリアルをもっと準備できたのではないかと思いました。

· 中島先生に1日ほぼつきっきりでアドバイスいただき、内容の濃い継承語プログラムができたと思う。現実的だった。

· カリキュラム・教材作成を進める上で、今まで習ったことに沿っているか外れていないかを判断するのに戸惑い、時間内に作成できなかった。

· Our session on creating standard – based lesson was very productive. My group explored the internet and planned to establish connections with each other’s schools through the web. 

5． Day6

　「ポスターセッション」

· 5日間同じワークショップを経験しながら、ポスター発表されたものを見たり聞いたりすると、それぞれが今まで積み上げてきた経験を見事に生かし、新しい教材をプラニングしていたり、兵庫（愛知で）のスペイン語母語の子供たちへの継承カリキュラムを作っていたりして、また、自分も新しい展開をしていかなければならないと、再認識できたこと。

· PartⅠとpartⅡの時間が2：１くらいであったと思います。自分の作品についてもっと多くの方からコメントをいただきたかったと感じました。

· 他の人のユニットがとても興味深く刺激を受けた。自分のポスターについての意見を伺えたことが大変勉強になった。自分一人で考えたことは必ず穴があると実感した。

· もう少し詳しい資料（発表者の用意したもの）をもらえたらよかった。

· 他の人の発表を十分に聞く時間がなかったのが残念です。

· 他のポスターを紹介してくれると、自分の作ったものにも新しいアイディアを与えられて、とても勉強になりました。自分のものを他人に説明するときも、いろいろなコメントを頂いて、改善することができました。

· 1日にしてはみんなよく考えたものだと感心しました。あともう1日時間があるか、グループワークの時間をもう少し早くからポスター作業へ向けた活動にしていればもっと具体性を持ってDay1～4を考えられたと思います。

· 他の方のものも参考になったし、自分達の実際に使えるプログラムを考えられたことがよかった。

· 1週間の研修の成果が形になり、発表、共有、意見交換できたことは非常に有意義であった。それぞれのプロジェクトを実際に行い、経過なども共有できたらいいだろう。

· 説明だけに集中してしまい、他の先生方のポスターのお話を聞けなくて残念です。

· My group agreed to make a poster that we can use in our school and share with each other through the web. The activity, if materialized in the near future will greatly help in development the reading and writing skills in Nihongo of the learners and will keep them updated with the technology, not to mention the fact that they will be able to make new friends abroad. 

· The poster session gave me an insight on how teachers in other parts of the world present their lessons in the class. 

２）MHB研究の分野で、現在最も関心をお持ちのことはどんなことですか？

・　日本における外国人児童生徒教育・知的発達（トータルな）・学力保障

· 台湾の学校に通う。日台国際児の日中言語転移を長期的に観察していきたい。

· 母語の保持と母語力から日本語の学習言語への転移。

· Day４にあった中島先生の発表のように、実際の実践とその結果報告、評価方法の検討などに興味あります。また、絵本や読み物をGraded Readingに用いられるように分類（レベル別、分野別など）できるような活動に参加したいです。

· バイリンガル教育に一番関心を持っています。もちろん、母語と継承語教育で扱われている教授法やストラテジーにも興味深くJFL教育に役に立つアイディアを頂いたら嬉しいです。

· （JSL）移動する子供達の認知的発達を止めないための言語教育プログラムの在り方に興味があります。L1、L2のどちらの言語でどのような方法で行うのか、またそこに子ども自身、子供を取り巻く周囲の子供達、教師、学校がどのように関わっていいなのかについて考えていきたいと思っています。

· 高度な論理立て、理解力、そして思考力の育成、強化についてどのように育成していければよいのか。教師のサポートはどこまで必要なのか。どのようにサポートすべきなのか。に関心を持っています。

· 継承語教育全体について（バイリンガル教育）

· 読解練習（情報収集から内容を応用するためのもの）で、学習者に最適なものをいかに提示するとよいのか。目標、目的に応じて変わる基礎と基本に対して、語彙レベルから内容にいたるまで、どのように考えるとL2の能力向上に役立てられるか。

· 母語教育／バイリンガル教育⇒今後年齢の低い子供の（学童期の）バイリンガル教育にも関わっていく予定なので、母語の弱い生徒に対する読みの指導→高校生に対して。インター校で中・高生の段階で英語の伸び悩みがあり、母語（Japanese）の発達に問題があると考えられる場合のテスト（能力測定）

· 母語保持です。今日本にいる特に臨界期がすぎてから来日したJSLの生徒たちは日本で大学に進み、仕事を得ることはそう簡単なことではありません。日本語力も母語も伸ばし、全体として多面的視野を持った多言語共生社会の体現者とし成長できるよう、今の自分に何ができるか考えた場合『教材の作成』ということになりました。日本語指導が必要な児童・生徒（文化省発表）の49％は、その学校でたった一人という現実を見つめ、自学自習を助ける副教材（辞書の代わりになるようなもの）の作成です。

· バイリンガルの子どもの言語発達とその環境の働きかけ

· 「マルチ能力理論」（１.Day1参照）
· I am interested in learning more on how to effectively impart the language education to the JFL students who are enrolled in our school. 
· Development of graded reading materials. 
3）今後の会に望むことをお聞かせください。

　・　今後も定期的な研究会（発表をもちよる／講義）が開催されればぜひ参加したいと思います。

· 帰国できる夏にこういうWSまたは講演会をまた開いてください。

· これからも今回のような新しい知識・研究などが知れる場、ネットワークが広げられる場としてMHB研究の発展を願っております。

· 自分自身が貢献できるような活動（研究）をしていきたい。

· 実際のプロジェクト（多読教材開発から実践報告まで）各活動とのネットワーク作り。教材共有のネットワーク。一般社会、教育現場へのアピール、働きかけ。

· 今回のワークショップでできたコネクションをもっと広げたいので、活動や各種の連絡を頂いたら、本当にありがたいです。

· 今回のワークショップのような、様々な現場に関わる方々とのネットワーキングをしていけるような機会を作っていただけると大変嬉しいです。またここで出会った方々で新たにプロジェクトを始める機会などあれば是非参加したいと思っています。

· JHLの高度教育機関での言語教育に関わる問題に対する取り組みの問題点とJFLとの違いや相違などを考える機会、他の方が経験した問題、解決法について知る場、チャンスがあればよいと考える。

· ネットワークを作る場ができることにより、いろいろな情報交換ができればと思います。

· 今回は取り組みの中で一定以上の効果が安定的に期待できる先行例として、様々な学校、機関にいくことができ、さらに理論を学びながら、それらから学んだことを実際に生かした教材をつくり、評価までしてもらえるという研修会だったと思います。このような機会を、毎年又は各地で継続的に行っていただけたらと思っています。

· 大変勝手なお願いですが、MHBの年次研究会を6月～7月中旬ごろまでに開催して頂ければ、ありがたいです。様々な形態の学校の方がいるため全ての人の予定に合わせることは難しいとは思いますが、8月だと国際校は新学期に入ってしまい、参加が難しくなりますので。

· ネットワーク作りです。（今回、それができました。感謝申し上げます。）

· 今回はいろいろな国からの声を聞くことができとても有意義でしたので今後も現場の生の声を聞くことを希望します。学会とはちがい小回りが利く、ワークショップ的なことができる会であってほしいと思います。
· 今回ワークショップで考えたテーマ「多読」、それにともない「自律学習」「内容重視」そして「マルチ能力」は非常に有意義であり、ほかのワークショップやセミナーではまだやったことがないのではないかと思いました。現場には欠かすことのできない「柱」となるものだと感じています。それらをもっと深めたかたちで教材開発まで到達できるとよかったです。（金、土曜日に参加していないので、実際には分かりませんが）　上記のような大きなテーマを理解し、それを深め、自身の現場や子どもたちに結びつけて考え、教材を開発するというのは、１週間では難しいことだと思います。しかし、MHB研究会の考える大きな課題としてこのワークショップで明確化されたと思いますし、それぞれ実践・研究をするうえで常に持つべきテーマとして再認識、あるいは発見されたのではないかと思います。ですから、今後も引き続き取り組み、研究会として深く追求してほしいと期待しています。ぜひ、そのような機会を設けてください。

· I hope MHB will conduct seminar-workshop on effective teaching strategies on Nihongo for foreign teachers.  I also hope that you will able to include one learning session on the language education for JHL students enrolled in Hoshuukou. Lastly, hoping MHB will sponsor a teaching session on how to gauge the effectiveness of the multilingual or bilingual education of each country. 

· It would be nice if MHB could share information on the latest development in the teaching of mother tongue and heritage language with its members constantly. 

2006年度大会アンケート結果

1) 大会テーマ（「思考力を高める読解教材、読書指導－復習言語リテラシー育成を目指して－」）について

・　もっと続けてほしいです。そして、読解教材とは？ その指導とは？ということをもっと深く考えていきたいです。

・　自分自身がreadingを通じた日本語話者への英語教育について関心を持っていたので興味深いテーマでした。

・　大会のテーマは大変画期的でよかったと思います。

・　大変参考になりました。

・　大変興味深いですが、その他の広がった内容についても同じぐらい勉強できよかったです。

・　日本に帰ったばかりの児童生徒も思考能力を高められる指導が必要だと感じていたのと、読解の大切さを漠然と感じていたのがセットになり非常に期待して参加させていただいた。

・　言語を言葉の問題として切り離してとらえるのではなく、思考力と結びつけて考えるという試みが大変すばらしいと思う。

・　とてもおもしろかったです。勉強になりました。

・　モノリンガル児童のリテラシー育成に四苦八苦している私にとって、大切興味深いテーマでした。バイリンガルを絵空事ととらえず、理想を高く持ち続けていきたいと強く思いました。

・　自分の興味・関心と一致したテーマだったので、とてもよかった。

・　大変興味深いテーマでしたので参加しましたが、「思考力」の定義がはっきりしませんでした。私は「思考力＝論理的思考力」だと認識していましたので、趙先生のおっしゃっていた「思考力」と食い違いを感じました。

・　読解、読み指導に必要なことを聞き、実際作ってみるという活動が考えの整理に有益でした。日本語－外国語をともに高める指導において、読むという行動は重要だと思っていますが、国語教育で行われている指導がどのような理論背景の元で行われているのかについて考えたことがありませんでした。しかし、今回別の視点から読むことの指導の理論と実践がリンクするような形で学ぶことでき、改めて言語能力について考えるべく調べていきたいと思うようになりました。とてもよいきっかけとなりました。

2)　研究発表について
・　とても興味深いものでした。特に朝鮮学校のものは非常に新鮮な報告でしたが、もう少し指導面、その後の結果を明確な形でしりたかったです。

・　学校教育機関での教育、民間での実践とバランスがとれていて、刺激を受けました。

・　テーマとのつながりが必ずしも強くないのでは…？

・　大変参考になりました。

・　特に私と似ている環境にある朝鮮のケースが興味深かったです。

・　今までに聞いたことのない研究発表で非常に興味深いものであった。

・　それぞれの異なるジャンルのものであり、それぞれに興味深かったです。

・　現場で実践されている方の貴重な発表を聞くことができて大変よかったです。

・　もう少し発表数があるとよかったとおもいます。

・　加藤学園、朝鮮学園ともに、教材や子供の姿が具体的に示され、とても実践的な内容で参考になった。

・　今まで知りたいと思いながら知ることができなかった学校の生の様子が分かり、大変興味深く思いました。

3)　MHB研究の分野で、現在最も関心をお持ちのことはどんなことですか？
・　(セミナー後なので)初期言語指導から読書指導への関わり、レベル別読み教材開発(JSL向け)

・　特に今日の発表を聞いて、文字と音を一致させることにとても長い時間とエネルギー使う教育(朝鮮語)と、加藤学園のような、フォニックスをやりつつ早い段階で文を書くことを促す教育の違いは、何をもとに出てくるのかを考えたいと思っています。自分が研究テーマにしている継承語ベトナム語教育の教え方が朝鮮語とまったく同じで、こだわりが生まれました。

・　母語をもたない(もっていない／かもしれない)子供のための読字／読書教育。この状態つまりセミリンガル(ダブルリミティド)におちいっているのではないか。検査するテストの開発。

・　大変参考になりました。

・　継承語について

・　読解教材のリスト、その基準。

・　バイリテラシー問題、特にそのレベルや到達目標をどのように設定できるかまたはすべきか。

・　日系児童生徒の継承語としての日本語教育。

・　教科支援、母語保持、伸長のアプローチ、事例。子供の協働学習(ピア・リーディング、ライティングetc)

・　日系児童生徒の日本語教育(主に一時的セミリンガル状態におかれた児童へのリテラシー能力向上のための指導方法)

・　第2言語における語彙の習得。特にincidental vocaburary learning

・　①(日本語)L2の読解のメカニズムとその実際の様子。目立つ統計的平均的な様子。②テキスト構造、語彙、イメージを支援するマルチ教科書はどのようなものが有効で、どのように使えばどうよいのか。③読解のマルチメディア教材(教科書以外のもの)の開発(読み物、新聞、自然現象)

4)　今後の会に望むことをお聞かせください。①「セミナー例会」、②「基礎知識シリーズ」、③｢勉強会｣④夏の大会などのそれぞれについて、テーマ等をお書きください。
・　①Reading　指導の理論・実践・結果

　　②一貫性のある多読教材開発作成

　　③小さいグループで同じback groundを集めた勉強会のよびかけ。意見交換の場づくり。(ネット上でも可)

・　1年1回でも、関西で会がもてたら、新しい層の参加も期待できるのではないかと思います。その際には、仕事をいたします。

・　二言語三言語を育てる(維持する)言語教育

・　大変参考になりました。

・　今回はセミナーに参加できませんでしたが、次回以降ぜひ参加したいと思っております。勉強会など小さいグループで構わないのですが、在外教育機関(補習校など)で行われている国語教育、継承語教育について行って頂けたらと思います。

・　③子供の協働学習・子供の教科支援・母語保持・伸長について。

・　③「勉強会」について：ワークショップに参加したかったのですが、一週間は少し長すぎました。単発で参加(セレクトできる)とよかったと思います。

・　今のように行われるのでよいと思います。強いて言えば右の＊印のようなこともあればうれしいです。(１人で教材開発を考えているため)　＊教材開発の場、実地検証の場を設けていただき、実際に使えるものを作る長いスパンのバックアップ。
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